
対象 旗掲出 旗掲出しなかった理由

戸数 有り 無し 不在 旗不明 旗が無い 忘れた 摘 要

１班 21 17 4 4
２班 25 21 4 4

３班 12 11 1 1

５班 19 10 9 3 2 1 3
６版 22 12 10 8 2

合計 99 71 28 20 4 1 3

割合％ 72 28 20 4 1 3

＊「無事です」旗の掲出は、震度五強の地震が起きた時掲出し、安否確認を容易にする為の重要
な手段です。今後も機会を捉え訓練を致しますので宜しくお願いいたします。
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「無事です」旗掲出訓練結果

１０月４日の防災訓練の日、各支隊では「無事です」旗掲出訓練が行われました。

かえで支隊と下小川支隊は車椅子による避難訓練も行いました。防災訓練については、既に小川

自治会便りに掲載されましたので、遅くなりましたが「無事です」旗の掲出訓練結果について報

告します。

「無事です」旗掲出要領

１、目 的

大地震発生時、居住者の安否確認を容易にし、負傷者等の把握を迅速・適確に行い、救出等

に資すること。

２、旗掲出と安否確認方法
２－１、旗掲出と確認記録

震度５強以上の地震が発生したとき、居住者の無事が確認されたら玄関前の見易い所に

「無事です」の旗を速やかに掲出する。

安否確認は当該班の班長（正・副２名）が行い、「被害・安否確認リスト」記入する。
＊確認実施中に火災が発生した場合は一時中止し、初期消火に当たるものとする。

２－２、旗掲出の無い住戸の対応方法

呼び出しベルを押し、応答が無い場合は飛ばして継続し、一巡してから再度確認へ向かう
ものとする。

３、旗の掲出と片付け

①震度５強以上の地震、又は家屋内で身体に危険を感じる程度の地震が発生したとき。

②掲出場所：玄関先、門扉など見やすいところ。
③掲出時間：２４時間

④長期間留守にするときは近所にその旨伝えておくことが望ましい。

４、安否確認
①当該班の班長が確認「被害・安否確認リスト」に記入。

②安否確認結果は支隊長へ報告。

③「被害・安否確認リスト」は所定のファイルに綴じ、防災倉庫に保管する。

５、「無事です」旗掲出訓練
防災訓練等の機会を捉え適宜じっしする。

６、「無事です」旗の保管場所

旗は家族の誰もが掲出出来るようにし、何時でも取り出せるような場所に保管すること。
（この要領は小川自主防災隊でオーソライズされたものではなく、かえで支隊の目安として作成しました）


